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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チオウレタン結合を有する樹脂から構成され、該樹脂に含まれる硫黄と窒素のモル比（
Ｓ／Ｎ）が０．８以上、３未満であり、厚みが０．１～１０００μｍであるフィルムであ
って、
　該フィルムは、チオウレタン結合を形成しうる、イソシアネート基を有する化合物およ
びメルカプト基を有する活性水素化合物を含む混合物から得られ、
　イソシアネート基を有する前記化合物は、芳香族基、複素環基または脂環族基のいずれ
かを構造中に有する化合物を含み、
　メルカプト基を有する前記活性水素化合物は、メルカプト基を３つ以上有する化合物を
含むフィルム。
【請求項２】
　イソシアネート基を有する前記化合物は、芳香族基を構造中に有する化合物を含む請求
項１に記載のフィルム。
【請求項３】
　イソシアネート基を有する前記化合物は、ｍ－キシリレンジイソシアネート、２，４－
トリレンジイソシアネート、ｍ－フェニレンジイソシアネートから選ばれる１または２以
上の化合物を含み、
　メルカプト基を有する前記活性水素化合物は、４－メルカプトメチル－１，８－ジメル
カプト－３，６－ジチアオクタン、５，７－ジメルカプトメチル－１，１１－ジメルカプ
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ト－３，６，９－トリチアウンデカン、４，７－ジメルカプトメチル－１，１１－ジメル
カプト－３，６，９－トリチアウンデカン、４，８－ジメルカプトメチル－１，１１－ジ
メルカプト－３，６，９－トリチアウンデカン、１，１，３，３－テトラキス（メルカプ
トメチルチオ）プロパンから選ばれる１または２以上の化合物を含む、請求項１または２
に記載のフィルム。
【請求項４】
　ナトリウムＤ線における屈折率が１．６以上、波長５９０ｎｍにおける膜厚１～２００
μｍでの正面方向の複屈折Δｎが１．０×１０－２以下、厚み方向の複屈折Δｎが１．０
×１０－３以下、波長４００～８００ｎｍの光に対する光線透過率の平均値が８０％以上
であることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載のフィルム。
【請求項５】
　チオウレタン結合を部分的に有し、さらにチオウレタン結合を形成しうるイソシアネー
ト基を有する前記化合物およびメルカプト基を有する前記活性水素化合物の混合物からキ
ャスト法または注型重合法により得られた請求項１乃至４のいずれか一項に記載のフィル
ム。
【請求項６】
　チオウレタン結合を部分的に有し、さらにチオウレタン結合を形成しうるイソシアネー
ト基を有する前記化合物およびメルカプト基を有する前記活性水素化合物の混合物を、２
００μｍ以下の間隔の面間に注入して重合硬化させることにより得られた請求項１乃至５
のいずれか一項に記載のフィルム。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一項に記載のフィルムからなる光学フィルム。
【請求項８】
　請求項７に記載の光学フィルムを内または外部に形成させた光学部材。
【請求項９】
　請求項７に記載の光学フィルムを備えたディスプレイ。
【請求項１０】
　請求項７に記載の光学フィルムを内または外部に形成させた発光デバイス。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の発光デバイスであって、前記光学フィルムを発光面または光取り込
み面の表面に位置させてなる発光デバイス。
【請求項１２】
　請求項１０または１１に記載の発光デバイスを用いた照明装置。
【請求項１３】
　請求項１０または１１に記載の発光デバイスを用いた画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィルムおよびその用途に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、チオウレタン系樹脂からなる光学材料が記載されている。また、特許
文献２には、所定の触媒を用いて製造されたポリチオウレタンからなる光学材料が記載さ
れている。そして、これらの樹脂は、高屈折率および高い透明性等を有し、光学材料のう
ちでもプラスチックレンズに好適に用いることができると記載されている。
　しかし、チオウレタン系樹脂を１ｍｍ以下の厚みでフィルム・膜状を形成した場合の物
性や、その薄膜形状で他の材料と接して使用し、全体として光の通過を制御する用法につ
いては開示が無い。また、これらの樹脂を薄膜化する場合には、原料の反応性の観点から
塗工性に難があり、安定したフィルム・薄膜を得る手法についても検討されていなかった
。
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【０００３】
　特許文献３には、ポリチオウレタン骨格をポリチオカーボネート骨格に取り込んだ構造
を有する光学材料が記載されている。この光学材料から得られたフィルムは、高屈折率、
高アッベ数等の光学特性、さらに引張特性、高伸縮性等の力学特性にも優れると記載され
ている。そして、当該文献には、樹脂溶液のキャスト（溶液流延）法により、上記光学材
料からフィルムを形成した例が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平２－２７０８５９号公報
【特許文献２】国際公開２００７／９７１１６号パンフレット
【特許文献３】特開２００５－３３６４７６号公報
【発明の概要】
【０００５】
　しかしながら、上記文献３記載の樹脂は、合成のステップが多いために、これをフィル
ムとするには品質の維持やコスト上の問題があり、また、上記文献３記載の樹脂からフィ
ルムを形成する手法も、重合を完結させてから溶液でキャスト（溶液流延）するために、
製造時には、溶媒除去のための余分な手間やコストがかかり、また重合度と厚みの制御に
難があり、形成されたフィルムの屈折率、複屈折、光線透過性のバランスに改良の余地が
あった。
【０００６】
　即ち、本発明は以下に示される。
（１）チオウレタン結合を有する樹脂から構成され、該樹脂に含まれる硫黄と窒素のモル
比（Ｓ／Ｎ）が０．８以上、３未満であり、厚みが０．１～１０００μｍであるフィルム
であって、
　該フィルムは、チオウレタン結合を形成しうる、イソシアネート基を有する化合物およ
びメルカプト基を有する活性水素化合物を含む混合物から得られ、
　イソシアネート基を有する前記化合物は、芳香族基、複素環基または脂環族基のいずれ
かを構造中に有する化合物を含み、
　メルカプト基を有する前記活性水素化合物は、メルカプト基を３つ以上有する化合物を
含むフィルム。
【０００７】
（２）イソシアネート基を有する前記化合物は、芳香族基を構造中に有する化合物を含む
（１）に記載のフィルム。
（３）イソシアネート基を有する前記化合物は、ｍ－キシリレンジイソシアネート、２，
４－トリレンジイソシアネート、ｍ－フェニレンジイソシアネートから選ばれる１または
２以上の化合物を含み、
　メルカプト基を有する前記活性水素化合物は、４－メルカプトメチル－１，８－ジメル
カプト－３，６－ジチアオクタン、５，７－ジメルカプトメチル－１，１１－ジメルカプ
ト－３，６，９－トリチアウンデカン、４，７－ジメルカプトメチル－１，１１－ジメル
カプト－３，６，９－トリチアウンデカン、４，８－ジメルカプトメチル－１，１１－ジ
メルカプト－３，６，９－トリチアウンデカン、１，１，３，３－テトラキス（メルカプ
トメチルチオ）プロパンから選ばれる１または２以上の化合物を含む、（１）または（２
）に記載のフィルム。
【０００８】
（４）ナトリウムＤ線における屈折率が１．６以上、波長５９０ｎｍにおける膜厚１～２
００μｍでの正面方向の複屈折Δｎが１．０×１０－２以下、厚み方向の複屈折Δｎが１
．０×１０－３以下、波長４００～８００ｎｍの光に対する光線透過率の平均値が８０％
以上であることを特徴とする（１）乃至（３）のいずれか一つに記載のフィルム。
【０００９】
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（５）チオウレタン結合を部分的に有し、さらにチオウレタン結合を形成しうるイソシア
ネート基を有する前記化合物およびメルカプト基を有する前記活性水素化合物の混合物か
らキャスト法または注型重合法により得られた（１）乃至（４）のいずれか一つに記載の
フィルム。
（６）チオウレタン結合を部分的に有し、さらにチオウレタン結合を形成しうるイソシア
ネート基を有する前記化合物およびメルカプト基を有する前記活性水素化合物の混合物を
、２００μｍ以下の間隔の面間に注入して重合硬化させることにより得られた（１）乃至
（５）のいずれか一つに記載のフィルム。
【００１０】
（７）（１）乃至（６）のいずれか一つに記載のフィルムからなる光学フィルム。
【００１１】
（８）（７）に記載の光学フィルムを内または外部に形成させた光学部材。
（９）（７）に記載の光学フィルムを備えたディスプレイ。
（１０）（７）に記載の光学フィルムを内または外部に形成させた発光デバイス。
（１１）（１０）に記載の発光デバイスであって、前記光学フィルムを発光面または光取
り込み面の表面に位置させてなる発光デバイス。
（１２）（１０）または（１１）に記載の発光デバイスを用いた照明装置。
（１３）（１０）または（１１）に記載の発光デバイスを用いた画像表示装置。
　なお、本発明のフィルムは、シート形状のものも含み、さらに基材上で薄膜塗工・硬化
させ、この基材ごとそのまま使用するものも含む。
【００１２】
　本発明のフィルムは、高屈折率、低複屈折および光線透過性のバランスに優れ、さらに
靭性、剛性、寸法安定性等の機械的特性のバランスに優れ加工時の変形などの影響が極め
て小さく、またさらに耐溶媒性にも優れるので、様々な光学フィルムとして用いることが
できる。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を詳細に説明する。
【００１４】
［フィルム］
　本発明のフィルムは、チオウレタン結合を有する樹脂で構成される。本発明のフィルム
を構成する樹脂は、重合反応性結合であるチオウレタン結合数に対して、比較的少ない硫
黄原子数で良く、重合プロセスが比較的簡便で済む。この樹脂に含まれる硫黄と窒素のモ
ル比（Ｓ／Ｎ）は、０．８以上、３未満、好ましくは０．８以上、２．８以下、さらに好
ましくは０．９以上、２．２以下である。
【００１５】
　硫黄と窒素のモル比（Ｓ／Ｎ）が上記範囲に含まれることにより、本発明のフィルムは
、高屈折率、低複屈折および光線透過性等の光学特性のバランスに優れ、さらに靭性等の
機械的特性や耐溶媒性にも優れる。
【００１６】
　具体的には、以下の特性を有する。
　ナトリウムＤ線における屈折率が１．６以上、好ましくは１．６４以上である。
　波長５９０ｎｍにおける膜厚１～２００μｍでの正面複屈折Δｎｘｙが、１．０×１０
－２、好ましくは１．０×１０－３以下、より好ましくは２．０×１０－５以下、さらに
好ましくは１．１×１０－５以下である。また、厚み方向の複屈折Δｎｘｚが１．０×１
０－３以下、さらに好ましくは８．０×１０－４以下である。
　波長４００～８００ｎｍの光に対する平均光線透過率が８０％以上、好ましくは８５％
以上、さらに好ましくは８８％以上である。
【００１７】
　正面複屈折Δｎｘｙは、ｎｘ－ｎｙ、正面レタデーションＲｅは、Δｎｘｙ×ｄとして
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定義される。
（ｎｘ：フィルム面内の遅相軸方向の屈折率、ｎｙ：フィルム面内の進相軸方向の屈折率
、ｄはフィルムの厚さ（単位：ｎｍ））
【００１８】
　また、厚み方向の複屈折Δｎｘｚは、（ｎｘ＋ｎｙ）／２－ｎｚ、厚み方向のレタデー
ションＲｔｈは、Δｎｘｚ×ｄとして定義される。
（ｎｘ：フィルム面内の遅相軸方向の屈折率、ｎｙ：フィルム面内の進相軸方向の屈折率
、ｎｚ：フィルム厚み方向の屈折率、ｄはフィルムの厚さ（単位：ｎｍ））
【００１９】
　本発明のフィルムは、高屈折率、低複屈折および光線透過性のバランスに優れているの
で、光学用途に好適に用いることができる。さらに、本発明のフィルムは、強靭性に優れ
、熱硬化性樹脂からなるため耐溶剤性にも優れる。なお、上記数値範囲は任意に組み合わ
せることができる。
【００２０】
　本発明のフィルムは、破断伸びが３～６％である。また、引張強度試験により測定され
た引張弾性率が、３ＧＰａ以上である。これらの機械的特性に優れるので、本発明のフィ
ルムを用いた製品は、その歩留まりが向上するとともに、製品信頼性も向上する。そのた
め、各種光学フィルムにさらに好適に用いることができる。
　また、本発明のフィルムは、その厚みを０．１～１０００μｍ、であり、１～１０００
μｍの物を用いることもできる。低複屈折の観点からは、０．１～２００μｍが好ましく
、特に、基材に薄膜塗工－重合硬化させた後に基材から剥がして用いる、あるいは、注型
重合後に型から剥がして用いる自立フィルムの場合は、１０～２００μｍが好ましい。
【００２１】
　また、水蒸気や酸素等の各種ガスのバリア性、特に水蒸気バリア性に優れており、液晶
表示素子、太陽電池、有機エレクトロルミネッセンス素子などの透明基材として用いるこ
とができる。
【００２２】
　本発明のフィルムの水蒸気透過率は、ＪＩＳ　Ｚ０２０８に準拠し、温度６０℃、９０
％ＲＨ、膜厚１００μｍの条件で測定した値が、１０ｇ／ｍ２・２４ｈｒ以下である。
【００２３】
　以下、本発明のフィルムを構成する、チオウレタン結合を有する樹脂について以下に説
明する。
【００２４】
＜チオウレタン結合を有する樹脂＞
　本発明において用いられるチオウレタン結合を有する硫黄原子含有樹脂は、以下の重合
性組成物を重合することにより得られる。
【００２５】
　重合性組成物は、イソシアネート化合物およびイソチオシアネート化合物からなる群よ
り選択される一種または二種以上のイソシアネート類と、メルカプト基を有する一種また
は二種以上の活性水素化合物とを主成分としてなるが、ポリチオウレタン樹脂の改質を目
的として、さらにヒドロキシ化合物を加えてもよい。
【００２６】
　本発明において、チオウレタン結合を有する樹脂の原料として用いる、イソシアネート
化合物の好ましいものの具体例としては、メチルイソシアネート、エチルイソシアネート
、ｎ－プロピルイソシアネート、イソプロピルイソシアネート、ｎ－ブチルイソシアネー
ト、ｓｅｃ－ブチルイソシアネート、ｔｅｒｔ－ブチルイソシアネート、ペンチルイソシ
アネート、ヘキシルイソシアネート、ヘプチルイソシアネート、オクチルイソシアネート
、デシルイソシアネート、ラウリルイソシアネート、ミリスチルイソシアネート、オクタ
デシルイソシアネート、３－ペンチルイソシアネート、２－エチルヘキシルイソシアネー
ト、２，３－ジメチルシクロヘキシルイソシアネート、２－メトキシフェニルイソシアネ
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ート、４－メトキシフェニルイソシアネート、α－メチルベンジルイソシアネート、フェ
ニルエチルイソシアネート、フェニルイソシアネート、ｏ－、ｍ－、ｐ－トリルイソシア
ネート、シクロヘキシルイソシアネート、ベンジルイソシアネート、イソシアナトメチル
ビシクロヘプタン等の単官能イソシアネート化合物、及び
ヘキサメチレンジイソシアネート、２，２－ジメチルペンタンジイソシアネート、２，２
，４－トリメチルヘキサンジイソシアネート、ブテンジイソシアネート、１，３－ブタジ
エン－１，４－ジイソシアネート、２，４，４－トリメチルヘキサメチレンジイソシアネ
ート、１，６，１１－ウンデカトリイソシアネート、１，３，６－ヘキサメチレントリイ
ソシアネート、１，８－ジイソシアナト－４－イソシアナトメチルオクタン、ビス（イソ
シアナトエチル）カーボネート、ビス（イソシアナトエチル）エーテル、リジンジイソシ
アナトメチルエステル、リジントリイソシアネート、等の脂肪族ポリイソシアネート化合
物及び
イソホロンジイソシアネート、１，３－ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサン、１
，４－ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサン、ジシクロヘキシルメタンジイソシア
ネート、シクロヘキサンジイソシアネート、メチルシクロヘキサンジイソシアネート、ジ
シクロヘキシルジメチルメタンイソシアネート、２，２－ジメチルジシクロヘキシルメタ
ンイソシアネート、２，５－ビス（イソシアナトメチル）ビシクロ－[２，２，１]－ヘプ
タン、２，６－ビス（イソシアナトメチル）ビシクロ－[２，２，１]－ヘプタン、３，８
－ビス（イソシアナトメチル）トリシクロデカン、３，９－ビス（イソシアナトメチル）
トリシクロデカン、４，８－ビス（イソシアナトメチル）トリシクロデカン、４，９－ビ
ス（イソシアナトメチル）トリシクロデカン等の脂環族ポリイソシアネート化合物、及び
フェニレンジイソシアネート、ｏ－キシリレンジイソシアネート、ｐ－キシリレンジイソ
シアネート、ｍ－キシリレンジイソシアネート、ビス（イソシアナトエチル）ベンゼン、
ビス（イソシアナトプロピル）ベンゼン、α，α，α′，α′－テトラメチルキシリレン
ジイソシアネート、ビス（イソシアナトブチル）ベンゼン、ビス（イソシアナトメチル）
ナフタリン、ビス（イソシアナトメチル）ジフェニルエーテル、フェニレンジイソシアネ
ート、トリレンジイソシアネート、エチルフェニレンジイソシアネート、イソプロピルフ
ェニレンジイソシアネート、ジメチルフェニレンジイソシアネート、ジエチルフェニレン
ジイソシアネート、ジイソプロピルフェニレンジイソシアネート、トリメチルベンゼント
リイソシアネート、ベンゼントリイソシアネート、ビフェニルジイソシアネート、トルイ
ジンジイソシアネート、４，４－ジフェニルメタンジイソシアネート、３，３－ジメチル
ジフェニルメタン－４，４－ジイソシアネート、ビベンジル－４，４－ジイソシアネート
、ビス（イソシアナトフェニル）エチレン、３，３－ジメトキシビフェニル－４，４－ジ
イソシアネート、フェニルイソシアナトエチルイソシアネート、ヘキサヒドロベンゼンジ
イソシアネート、ヘキサヒドロジフェニルメタン－４，４－ジイソシアネート、ビス（イ
ソシアナトエチル）フタレート、メシチリレントリイソシアネート、２，６－ジ（イソシ
アナトメチル）フラン等の芳香族ポリイソシアネート化合物、及び
ビス（イソシアナトエチル）スルフィド、ビス（イソシアナトプロピル）スルフィド、ビ
ス（イソシアナトヘキシル）スルフィド、ビス（イソシアナトメチル）スルホン、ビス（
イソシアナトメチル）ジスルフィド、ビス（イソシアナトプロピル）ジスルフィド、ビス
（イソシアナトメチルチオ）メタン、ビス（イソシアナトエチルチオ）メタン、ビス（イ
ソシアナトエチルチオ）エタン、ビス（イソシアナトメチルチオ）エタン、１，５－ジイ
ソシアナト－２－イソシアナトメチル－３－チアペンタン等の含硫脂肪族ポリイソシアネ
ート化合物、及び
ジフェニルスルフィド－２，４－ジイソシアネート、ジフェニルスルフィド－４，４－ジ
イソシアネート、３，３－ジメトキシ－４，４－ジイソシアナトジベンジルチオエーテル
、ビス（４－イソシアナトメチルベンゼン）スルフィド、４，４－メトキシベンゼンチオ
エチレングリコール－３，３－ジイソシアネート、ジフェニルジスルフィド－４，４－ジ
イソシアネート、２，２－ジメチルジフェニルジスルフィド－５，５－ジイソシアネート
、３，３－ジメチルジフェニルジスルフィド－５，５－ジイソシアネート、３，３－ジメ
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チルジフェニルジスルフィド－６，６－ジイソシアネート、４，４－ジメチルジフェニル
ジスルフィド－５，５－ジイソシアネート、３，３－ジメトキシジフェニルジスルフィド
－４，４－ジイソシアネート、４，４－ジメトキシジフェニルジスルフィド－３，３－ジ
イソシアネート等の含硫芳香族ポリイソシアネート化合物、及び
２，５－ジイソシアナトチオフェン、２，５－ビス（イソシアナトメチル）チオフェン、
２，５－ジイソシアナトテトラヒドロチオフェン、２，５－ビス（イソシアナトメチル）
テトラヒドロチオフェン、３，４－ビス（イソシアナトメチル）テトラヒドロチオフェン
、２，５－ジイソシアナト－１，４－ジチアン、２，５－ビス（イソシアナトメチル）－
１，４－ジチアン、４，５－ジイソシアナト－１，３－ジチオラン、４，５－ビス（イソ
シアナトメチル）－１，３－ジチオラン、４，５－ビス（イソシアナトメチル）－２－メ
チル－１，３－ジチオラン等の含硫複素環ポリイソシアネート化合物等を挙げることがで
きるが、これら例示化合物のみに限定されるものではない。
【００２７】
　これらの化合物の塩素置換体、臭素置換体等のハロゲン置換体、アルキル置換体、アル
コキシ置換体、ニトロ置換体や、多価アルコールとのプレポリマー型変性体、カルボジイ
ミド変性体、ウレア変性体、ビウレット変性体、ダイマー化あるいはトリマー化反応生成
物等を使用してもよい。これらイソシアネート化合物は単独でも、２種類以上を混合して
使用してもよい。
【００２８】
　本発明において、チオウレタン結合を有する樹脂の原料として用いるイソチオシアネー
ト化合物はイソチオシアネート化合物及びイソシアネート基を有するイソチオシアネート
化合物より選ばれる。
　本発明で使用されるイソチオシアネート化合物の好ましいものの具体例としては、メチ
ルイソチオシアネート、エチルイソチオシアネート、ｎ－プロピルイソチオシアネート、
イソプロピルイソチオシアネート、ｎ－ブチルイソチオシアネート、ｓｅｃ－ブチルイソ
チオシアネート、ｔｅｒｔ－ブチルイソチオシアネート、ペンチルイソチオシアネート、
ヘキシルイソチオシアネート、ヘプチルイソチオシアネート、オクチルイソチオシアネー
ト、デシルイソチオシアネート、ラウリルイソチオシアネート、ミリスチルイソチオシア
ネート、オクタデシルイソチオシアネート、３－ペンチルイソチオシアネート、２－エチ
ルヘキシルイソチオシアネート、２，３－ジメチルシクロヘキシルイソチオシアネート、
２－メトキシフェニルイソチオシアネート、４－メトキシフェニルイソチオシアネート、
α－メチルベンジルイソチオシアネート、フェニルエチルイソチオシアネート、フェニル
イソチオシアネート、ｏ－、ｍ－、ｐ－トリルイソチオシアネート、シクロヘキシルイソ
チオシアネート、ベンジルイソチオシアネート、イソチオシアナトメチルビシクロヘプタ
ン等の単官能イソチオシアネート化合物、及び
ヘキサメチレンジイソチオシアネート、２，２－ジメチルペンタンジイソチオシアネート
、２，２，４－トリメチルヘキサンジイソチオシアネート、ブテンジイソチオシアネート
、１，３－ブタジエン－１，４－ジイソチオシアネート、２，４，４－トリメチルヘキサ
メチレンジイソチオシアネート、１，６，１１－ウンデカトリイソチオシアネート、１，
３，６－ヘキサメチレントリイソチオシアネート、１，８－ジイソチオシアナト－４－イ
ソチオシアネートメチルオクタン、ビス（イソチオシアナトエチル）カーボネート、ビス
（イソチオシアナトエチル）エーテル、リジンジイソチオシアナトメチルエステル、リジ
ントリイソチオシアネート、キシリレンジイソチオシアネート、ビス（イソチオシアナト
エチル）ベンゼン、ビス（イソチオシアナトプロピル）ベンゼン、α，α，α′，α′－
テトラメチルキシリレンジイソチオシアネート、ビス（イソチオシアナトブチル）ベンゼ
ン、ビス（イソチオシアナトメチル）ナフタリン、ビス（イソチオシアナトメチル）ジフ
ェニルエーテル、ビス（イソチオシアナトエチル）フタレート、メシチリレントリイソチ
オシアネート、２，６－ジ（イソチオシアナトメチル）フラン等の脂肪族ポリイソチオシ
アネート化合物、及び
イソホロンジイソチオシアネート、ビス（イソチオシアナトメチル）シクロヘキサン、ジ
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シクロヘキシルメタンジイソチオシアネート、シクロヘキサンジイソチオシアネート、メ
チルシクロヘキサンジイソチオシアネート、ジシクロヘキシルジメチルメタンイソチオシ
アネート、２，２－ジメチルジシクロヘキシルメタンイソチオシアネート、２，５－ビス
（イソチオシアナトメチル）ビシクロ－[２，２，１]－ヘプタン、２，６－ビス（イソチ
オシアナトメチル）ビシクロ－[２，２，１]－ヘプタン、３，８－ビス（イソチオシアナ
トメチル）トリシクロデカン、３，９－ビス（イソチオシアナトメチル）トリシクロデカ
ン、４，８－ビス（イソチオシアナトメチル）トリシクロデカン、４，９－ビス（イソチ
オシアナトメチル）トリシクロデカン等の脂環族ポリイソチオシアネート化合物及び、
フェニレンジイソチオシアネート、トリレンジイソチオシアネート、エチルフェニレンジ
イソチオシアネート、イソプロピルフェニレンジイソチオシアネート、ジメチルフェニレ
ンジイソチオシアネート、ジエチルフェニレンジイソチオシアネート、ジイソチオプロピ
ルフェニレンジイソチオシアネート、トリメチルベンゼントリイソチオシアネート、ベン
ゼントリイソチオシアネート、ビフェニルジイソチオシアネート、トルイジンジイソチオ
シアネート、４，４－ジフェニルメタンジイソチオシアネート、３，３－ジメチルジフェ
ニルメタン－４，４－ジイソチオシアネート、ビベンジル－４，４－ジイソチオシアネー
ト、ビス（イソチオシアナトフェニル）エチレン、３，３－ジメトキシビフェニル－４，
４－ジイソチオシアネート、フェニルイソチオシアナトエチルイソチオシアネート、ヘキ
サヒドロベンゼンジイソチオシアネート、ヘキサヒドロジフェニルメタン－４，４－ジイ
ソチオシアネート等の芳香族ポリイソチオシアネート化合物、及び
ビス（イソチオシアナトエチル）スルフィド、ビス（イソチオシアナトプロピル）スルフ
ィド、ビス（イソチオシアナトヘキシル）スルフィド、ビス（イソチオシアナトメチル）
スルホン、ビス（イソチオシアナトメチル）ジスルフィド、ビス（イソチオシアナトプロ
ピル）ジスルフィド、ビス（イソチオシアナトメチルチオ）メタン、ビス（イソチオシア
ナトエチルチオ）メタン、ビス（イソチオシアナトエチルチオ）エタン、ビス（イソチオ
シアナトメチルチオ）エタン、１，５－ジイソチオシアナト－２－イソチオシアナトメチ
ル－３－チアペンタン等の含硫脂肪族ポリイソチオシアネート化合物、及び
ジフェニルスルフィド－２，４－ジイソチオシアネート、ジフェニルスルフィド－４，４
－ジイソチオシアネート、３，３－ジメトキシ－４，４－ジイソチオシアナトジベンジル
チオエーテル、ビス（４－イソチオシアナトメチルベンゼン）スルフィド、４，４－メト
キシベンゼンチオエチレングリコール－３，３－ジイソチオシアネート、ジフェニルジス
ルフィド－４，４－ジイソチオシアネート、２，２－ジメチルジフェニルジスルフィド－
５，５－ジイソチオシアネート、３，３－ジメチルジフェニルジスルフィド－５，５－ジ
イソチオシアネート、３，３－ジメチルジフェニルジスルフィド－６，６－ジイソチオシ
アネート、４，４－ジメチルジフェニルジスルフィド－５，５－ジイソチオシアネート、
３，３－ジメトキシジフェニルジスルフィド－４，４－ジイソチオシアネート、４，４－
ジメトキシジフェニルジスルフィド－３，３－ジイソチオシアネート等の含硫芳香族ポリ
イソチオシアネート化合物、及び
２，５－ジイソチオシアナトチオフェン、２，５－ビス（イソチオシアナトメチル）チオ
フェン、２，５－ジイソチオシアナトテトラヒドロチオフェン、２，５－ビス（イソチオ
シアナトメチル）テトラヒドロチオフェン、３，４－ビス（イソチオシアナトメチル）テ
トラヒドロチオフェン、２，５－ジイソチオシアナト－１，４－ジチアン、２，５－ビス
（イソチオシアナトメチル）－１，４－ジチアン、４，５－ジイソチオシアナト－１，３
－ジチオラン、４，５－ビス（イソチオシアナトメチル）－１，３－ジチオラン、４，５
－ビス（イソチオシアナトメチル）－２－メチル－１，３－ジチオラン等の含硫複素環ポ
リイソチオシアネート化合物等を挙げることができるが、これら例示化合物のみに限定さ
れるものではない。
【００２９】
　これらの化合物の塩素置換体、臭素置換体等のハロゲン置換体、アルキル置換体、アル
コキシ置換体、ニトロ置換体や、多価アルコールとのプレポリマー型変性体、カルボジイ
ミド変性体、ウレア変性体、ビウレット変性体、ダイマー化あるいはトリマー化反応生成
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物等を使用してもよい。これらイソチオシアネート化合物は単独でも、２種類以上を混合
して使用してもよい。
【００３０】
　本発明において原料として用いるイソシアネート基を有するイソチオシアネート化合物
としては、例えば、１－イソシアナト－３－イソチオシアナトプロパン、１－イソシアナ
ト－５－イソチオシアナトペンタン、１－イソシアナト－６－イソチオシアナトヘキサン
、イソシアナトカルボニルイソチオシアネート、１－イソシアナト－４－イソチオシアナ
トシクロヘキサン等の脂肪族あるいは脂環族化合物、及び
１－イソシアナト－４－イソチオシアナトベンゼン、４－メチル－３－イソシアナト－１
－イソチオシアナトベンゼン等の芳香族化合物及び、
２－イソシアナト－４，５－ジイソチオシアナト－１，３，５－トリアジン等の複素環式
化合物、及び
４－イソシアナト－４´－イソチオシアナトジフェニルスルフィド、２－イソシアナト－
２´－イソチオシアナトジエチルジスルフィド等のイソチオシアナト基が挙げられ、さら
に、これらの硫黄置換化合物が挙げられる。
　さらにこれらの化合物の塩素置換体、臭素置換体等のハロゲン置換体、アルキル置換体
、アルコキシ置換体、ニトロ置換体や、多価アルコールとのプレポリマー型変性体、カル
ボジイミド変性体、ウレア変性体、ビウレット変性体、ダイマー化あるいはトリマー化反
応生成物等を使用してもよい。
【００３１】
　本発明においては、屈折率を向上させるまた耐熱性を向上させる観点から、チオウレタ
ン結合を有する樹脂が芳香族基、複素環基または脂環族基を構造中に有することが好まし
い。つまり、イソシアネート類として、芳香族基、複素環基または脂環族基を有する化合
物を用いることが好ましい。
【００３２】
　これらイソシアネート類は、それぞれ単独で用いても、また二種類以上を混合して使用
してもよい。イソシアネート類としてより好ましくは、フェニレンジイソシアネート、ｍ
－キシリレンジイソシアネート、２，５-ビス（イソシアナトメチル）-ビシクロ［２．２
．１］ヘプタン、２，６-ビス（イソシアナトメチル）-ビシクロ〔２．２．１〕ヘプタン
、１，３－ビス（イソシアナトメチル）シクロヘキサン、１，４－ビス（イソシアナトメ
チル）シクロヘキサン、ヘキサメチレンジイソシアネート、トリレンジイソシアネート、
４，４－ジフェニルメタンジイソシアネート、であり、特に好ましくはフェニレンジイソ
シアネート、ｍ－キシリレンジイソシアネート、トリレンジイソシアネート、４，４－ジ
フェニルメタンジイソシアネート、２，５-ビス（イソシアナトメチル）-ビシクロ［２．
２．１］ヘプタン、２，６-ビス（イソシアナトメチル）-ビシクロ〔２．２．１〕ヘプタ
ンである。
【００３３】
　本発明においては、屈折率を向上させる観点から、チオウレタン結合を有する樹脂が芳
香族基、複素環基または脂環族基を構造中に有することが好ましい。つまり、イソシアネ
ート類として、芳香族基、複素環基または脂環族基を有する化合物を用いることが好まし
い。
【００３４】
　本発明において、上記イソシアネート類のうちでも、芳香環を有するイソシアネート類
を用いることにより、高屈折率を有する樹脂が得られる。
【００３５】
　チオウレタン結合を有する樹脂の原料として用いるメルカプト基を有する活性水素化合
物は、メルカプト化合物およびヒドロキシ基を有するメルカプト化合物より選ばれる。
　本発明で使用されるメルカプト化合物としては、例えば、メタンジチオール、１，２-
エタンジチオール、１，１-プロパンジチオール、１，２-プロパンジチオール、１，３-
プロパンジチオール、２，２-プロパンジチオール、１，４-ブタンジチオール、２，３-
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ブタンジチオール、１，５-ペンタンジチオール、１，６-ヘキサンジチオール、１，２，
３-プロパントリチオール、１，１-シクロヘキサンジチオール、１，２-シクロヘキサン
ジチオール、２，２-ジメチルプロパン-１，３-ジチオール、３，４-ジメトキシブタン-
１，２-ジチオール、２-メチルシクロヘキサン-２，３-ジチオール、１，１-ビス（メル
カプトメチル）シクロヘキサン、１，２-ジメルカプトプロピルメチルエーテル、２，３-
ジメルカプトプロピルメチルエーテル、２，２-ビス（メルカプトメチル）-１，３-プロ
パンジチオール、ビス（２-メルカプトエチル）エーテル、テトラキス（メルカプトメチ
ル）メタン等の脂肪族ポリチオール化合物、及び
２，３-ジメルカプトコハク酸（２-メルカプトエチルエステル）、チオリンゴ酸ビス（２
-メルカプトエチルエステル）、２，３-ジメルカプト-１-プロパノール（２-メルカプト
アセテート）、２，３-ジメルカプト-１-プロパノール（３-メルカプトプロピオネート）
、３-メルカプト-１，２-プロパンジオールビス（２-メルカプトアセテート）、３-メル
カプト-１，２-プロパンジオールビス（３-メルカプトプロピオネート）、ジエチレング
リコールビス（２-メルカプトアセテート）、ジエチレングリコールビス（３-メルカプト
プロピオネート）、エチレングリコールビス（２-メルカプトアセテート）、エチレング
リコールビス（３-メルカプトプロピオネート）、トリメチロールプロパントリス（２-メ
ルカプトアセテート）、トリメチロールプロパントリス（３-メルカプトプロピオネート
）、トリメチロールエタントリス（２-メルカプトアセテート）、トリメチロールエタン
トリス（３-メルカプトプロピオネート）、ペンタエリスリトールテトラキス（２-メルカ
プトアセテート）、ペンタエリスリトールテトラキス（３-メルカプトプロピオネート）
、グリセリントリス（２-メルカプトアセテート）、グリセリントリス（３-メルカプトプ
ロピオネート）、１，４-シクロヘキサンジオールビス（２-メルカプトアセテート）、１
，４-シクロヘキサンジオールビス（３-メルカプトプロピオネート）等のエステル結合を
含む脂肪族ポリチオール化合物、及び
１，２-ジメルカプトベンゼン、１，３-ジメルカプトベンゼン、１，４-ジメルカプトベ
ンゼン、１，２-ビス（メルカプトメチル）ベンゼン、１，３-ビス（メルカプトメチル）
ベンゼン、１，４-ビス（メルカプトメチル）ベンゼン、１，２-ビス（メルカプトエチル
）ベンゼン、１，３-ビス（メルカプトエチル）ベンゼン、１，４-ビス（メルカプトエチ
ル）ベンゼン、１，２-ビス（メルカプトメチレンオキシ）ベンゼン、１，３-ビス（メル
カプトメチレンオキシ）ベンゼン、１，４-ビス（メルカプトメチレンオキシ）ベンゼン
、１，２-ビス（メルカプトエチレンオキシ）ベンゼン、１，３-ビス（メルカプトエチレ
ンオキシ）ベンゼン、１，４-ビス（メルカプトエチレンオキシ）ベンゼン、１，２，３-
トリメルカプトベンゼン、１，２，４-トリメルカプトベンゼン、１，３，５-トリメルカ
プトベンゼン、１，２，３-トリス（メルカプトメチル）ベンゼン、１，２，４-トリス（
メルカプトメチル）ベンゼン、１，３，５-トリス（メルカプトメチル）ベンゼン、１，
２，３-トリス（メルカプトエチル）ベンゼン、１，２，４-トリス（メルカプトエチル）
ベンゼン、１，３，５-トリス（メルカプトエチル）ベンゼン、１，２，３-トリス（メル
カプトメチレンオキシ）ベンゼン、１，２，４-トリス（メルカプトメチレンオキシ）ベ
ンゼン、１，３，５-トリス（メルカプトメチレンオキシ）ベンゼン、１，２，３-トリス
（メルカプトエチレンオキシ）ベンゼン、１，２，４-トリス（メルカプトエチレンオキ
シ）ベンゼン、１，３，５-トリス（メルカプトエチレンオキシ）ベンゼン、２，５-トル
エンジチオール、３，４-トルエンジチオール、１，３-ジ（ｐ-メトキシフェニル）プロ
パン-２，２-ジチオール、１，３-ジフェニルプロパン-２，２-ジチオール、フェニルメ
タン-１，１-ジチオール、２，４-ジ（ｐ-メルカプトフェニル）ペンタン、１，４-ナフ
タレンジチオール、１，５-ナフタレンジチオール、２，６-ナフタレンジチオール、２，
７-ナフタレンジチオール、２，４-ジメチルベンゼン-１，３-ジチオール、４，５-ジメ
チルベンゼン-１，３-ジチオール、９，１０-アントラセンジメタンチオール、１，２，
３，４-テトラメルカプトベンゼン、１，２，３，５-テトラメルカプトベンゼン、１，２
，４，５-テトラメルカプトベンゼン、１，２，３，４-テトラキス（メルカプトメチル）
ベンゼン、１，２，３，５-テトラキス（メルカプトメチル）ベンゼン、１，２，４，５-
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テトラキス（メルカプトメチル）ベンゼン、１，２，３，４-テトラキス（メルカプトエ
チル）ベンゼン、１，２，３，５-テトラキス（メルカプトエチル）ベンゼン、１，２，
４，５-テトラキス（メルカプトエチル）ベンゼン、１，２，３，４-テトラキス（メルカ
プトメチレンオキシ）ベンゼン、１，２，３，５-テトラキス（メルカプトメチレンオキ
シ）ベンゼン、１，２，４，５-テトラキス（メルカプトメチレンオキシ）ベンゼン、１
，２，３，４-テトラキス（メルカプトエチレンオキシ）ベンゼン、１，２，３，５-テト
ラキス（メルカプトエチレンオキシ）ベンゼン、１，２，４，５-テトラキス（メルカプ
トエチレンオキシ）ベンゼン、２，２´-ジメルカプトビフェニル、４，４´-ジメルカプ
トビフェニル、４，４´-ジメルカプトビベンジル、２，５-ジクロロベンゼン-１，３-ジ
チオール、１，３-ジ（ｐ-クロロフェニル）プロパン-２，２-ジチオール、３，４，５-
トリブロム-１，２-ジメルカプトベンゼン、２，３，４，６-テトラクロル-１，５-ビス
（メルカプトメチル）ベンゼン等の芳香族ポリチオール化合物、及び
２-メチルアミノ-４，６-ジチオール-ｓｙｍ-トリアジン、２-エチルアミノ-４，６-ジチ
オール-ｓｙｍ-トリアジン、２-アミノ-４，６-ジチオール-ｓｙｍ-トリアジン、２-モル
ホリノ-４，６-ジチオール-ｓｙｍ-トリアジン、２-シクロヘキシルアミノ-４，６-ジチ
オール-ｓｙｍ-トリアジン、２-メトキシ-４，６-ジチオール-ｓｙｍ-トリアジン、２-フ
ェノキシ-４，６-ジチオール-ｓｙｍ-トリアジン、２-チオベンゼンオキシ-４，６-ジチ
オール-ｓｙｍ-トリアジン、２-チオブチルオキシ-４，６-ジチオール-ｓｙｍ-トリアジ
ン等の複素環チオール化合物、及びそれらのハロゲン置換化合物等を挙げることができる
が、これら例示化合物のみに限定されるものではない。
　さらにこれらの塩素置換体、臭素置換体等のハロゲン置換体を使用しても良い。これら
メルカプト化合物は単独でも、２種類以上を混合して使用してもよい。
【００３６】
　１分子中に１個以上のスルフィド結合を有するメルカプト化合物としては、ビス（メル
カプトメチル）スルフィド、ビス（メルカプトメチル）ジスルフィド、ビス（メルカプト
エチル）スルフィド、ビス（メルカプトエチル）ジスルフィド、ビス（メルカプトプロピ
ル）スルフィド、ビス（メルカプトメチルチオ）メタン、ビス（２-メルカプトエチルチ
オ）メタン、ビス（３-メルカプトプロピルチオ）メタン、１，２-ビス（メルカプトメチ
ルチオ）エタン、１，２-ビス（２-メルカプトエチルチオ）エタン、１，２-ビス（３-メ
ルカプトプロピルチオ）エタン、１，３-ビス（メルカプトメチルチオ）プロパン、１，
３-ビス（２-メルカプトエチルチオ）プロパン、１，３-ビス（３-メルカプトプロピルチ
オ）プロパン、１，２，３-トリス（メルカプトメチルチオ）プロパン、１，２，３-トリ
ス（２-メルカプトエチルチオ）プロパン、１，２，３-トリス（３-メルカプトプロピル
チオ）プロパン、４-メルカプトメチル-１，８-ジメルカプト-３，６-ジチアオクタン、
５，７-ジメルカプトメチル-１，１１-ジメルカプト-３，６，９-トリチアウンデカン、
４，７-ジメルカプトメチル-１，１１-ジメルカプト-３，６，９-トリチアウンデカン、
４，８-ジメルカプトメチル-１，１１-ジメルカプト-３，６，９-トリチアウンデカン、
テトラキス（メルカプトメチルチオメチル）メタン、テトラキス（２-メルカプトエチル
チオメチル）メタン、テトラキス（３-メルカプトプロピルチオメチル）メタン、ビス（
２，３-ジメルカプトプロピル）スルフィド、２，５-ジメルカプト-１，４-ジチアン、２
，５-ジメルカプトメチル-２，５-ジメチル-１，４-ジチアン等の脂肪族ポリチオール化
合物、及び
これらのチオグリコール酸およびメルカプトプロピオン酸のエステル、ヒドロキシメチル
スルフィドビス（２-メルカプトアセテート）、ヒドロキシメチルスルフィドビス（３-メ
ルカプトプロピオネート）、ヒドロキシエチルスルフィドビス（２-メルカプトアセテー
ト）、ヒドロキシエチルスルフィドビス（３-メルカプトプロピオネート）、ヒドロキシ
プロピルスルフィドビス（２-メルカプトアセテート）、ヒドロキシプロピルスルフィド
ビス（３-メルカプトプロピオネート）、ヒドロキシメチルジスルフィドビス（２-メルカ
プトアセテート）、ヒドロキシメチルジスルフィドビス（３-メルカプトプロピオネート
）、ヒドロキシエチルジスルフィドビス（２―メルカプトアセテート）、ヒドロキシエチ
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ルジスルフィドビス（３―メルカプトプロピネート）、ヒドロキシプロピルジスルフィド
ビス（２―メルカプトアセテート）、ヒドロキシプロピルジスルフィドビス（３―メルカ
プトプロピネート）、２-メルカプトエチルエーテルビス（２-メルカプトアセテート）、
２-メルカプトエチルエーテルビス（３-メルカプトプロピオネート）、１，４-ジチアン-
２，５-ジオールビス（３-メルカプトプロピオネート）、チオジグリコール酸ビス（２-
メルカプトエチルエステル）、チオジプロピオン酸ビス（２-メルカプトエチルエステル
）、４，４-チオジブチル酸ビス（２-メルカプトエチルエステル）、ジチオジグリコール
酸ビス（２-メルカプトエチルエステル）、ジチオジプロピオン酸ビス（２-メルカプトエ
チルエステル）、４，４-ジチオジブチル酸ビス（２-メルカプトエチルエステル）、チオ
ジグリコール酸ビス（２，３-ジメルカプトプロピルエステル）、チオジプロピオン酸ビ
ス（２，３-ジメルカプトプロピルエステル）、ジチオジグリコール酸ビス（２，３-ジメ
ルカプトプロピルエステル）、チオジプロピオン酸ビス（２，３-ジメルカプトプロピル
エステル）、ジチオジプロピオン酸ビス（２，３-ジメルカプトプロピルエステル）等の
エステル結合を含む脂肪族ポリチオール、及び
３，４-チオフェンジチオール、ビスムチオール等の複素環ポリチオール化合物及び、
１，１，３，３-テトラキス（メルカプトメチルチオ）プロパン、１，１，２，２-テトラ
キス（メルカプトメチルチオ）エタン、４，６-ビス（メルカプトメチルチオ）-１，３-
ジチアン、１，１，５，５-テトラキス（メルカプトメチルチオ）-３-チアペンタン、１
，１，６，６-テトラキス（メルカプトメチルチオ）-３，４-ジチアヘキサン、２，２-ビ
ス（メルカプトメチルチオ）エタンチオール、２-（４，５-ジメルカプト-２-チアペンチ
ル）-１，３-ジチアシクロペンタン、２，５-ビス（４，４-ビス（メルカプトメチルチオ
）-２-チアブチル）-１，４-ジチアン、２，２-ビス（メルカプトメチルチオ）-１，３-
プロパンジチオール、３-メルカプトメチルチオ-１，７-ジメルカプト-２，６-ジチアヘ
プタン、３，６-ビス（メルカプトメチルチオ）-１，９-ジメルカプト-２，５，８-トリ
チアノナン、３-メルカプトメチルチオ-１，６-ジメルカプト-２，５-ジチアヘキサン、
２-（２，２-ビス（メルカプトジメチルチオ）エチル）-１，３-ジチエタン、１，１，９
，９-テトラキス（メルカプトメチルチオ）-５-（３，３-ビス（メルカプトメチルチオ）
-１-チアプロピル）３，７-ジチアノナン、トリス（２，２-ビス（メルカプトメチルチオ
）エチル）メタン、トリス（４，４-ビス（メルカプトメチルチオ）-２-チアブチル）メ
タン、テトラキス（２，２-ビス（メルカプトメチルチオ）エチル）メタン、テトラキス
（４，４-ビス（メルカプトメチルチオ）-２-チアブチル）メタン、３，５，９，１１-テ
トラキス（メルカプトメチルチオ）-１，１３-ジメルカプト-２，６，８，１２-テトラチ
アトリデカン、３，５，９，１１，１５，１７-ヘキサキス（メルカプトメチルチオ）-１
，１９-ジメルカプト-２，６，８，１２，１４，１８-ヘキサチアノナデカン、９-（２，
２-ビス（メルカプトメチルチオ）エチル）-３，５，１３，１５-テトラキス（メルカプ
トメチルチオ）-１，１７-ジメルカプト-２，６，８，１０，１２，１６-ヘキサチアヘプ
タデカン、３，４，８，９-テトラキス（メルカプトメチルチオ）-１，１１-ジメルカプ
ト-２，５，７，１０-テトラチアウンデカン、３，４，８，９，１３，１４-ヘキサキス
（メルカプトメチルチオ）-１，１６-ジメルカプト-２，５，７，１０，１２，１５-ヘキ
サチアヘキサデカン、８-［ビス（メルカプトメチルチオ）メチル］-３，４，１２，１３
-テトラキス（メルカプトメチルチオ）-１，１５-ジメルカプト-２，５，７，９，１１，
１４-ヘキサチアペンタデカン、４，６-ビス［３，５-ビス（メルカプトメチルチオ）-７
-メルカプト-２，６-ジチアヘプチルチオ］-１，３-ジチアン、４-［３，５-ビス（メル
カプトメチルチオ）-７-メルカプト-２，６-ジチアヘプチルチオ］-６-メルカプトメチル
チオ-１，３-ジチアン、１，１-ビス［４-（６-メルカプトメチルチオ）-１，３-ジチア
ニルチオ］-１，３-ビス（メルカプトメチルチオ）プロパン、１-［４-（６-メルカプト
メチルチオ）-１，３-ジチアニルチオ］-３-［２，２-ビス（メルカプトメチルチオ）エ
チル］-７，９-ビス（メルカプトメチルチオ）-２，４，６，１０-テトラチアウンデカン
、１，５-ビス［４-（６-メルカプトメチルチオ）-１，３-ジチアニルチオ］-３-［２-（
１，３-ジチエタニル）］メチル-２，４-ジチアペンタン、４，６-ビス｛３-［２-（１，
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３-ジチエタニル）］メチル-５-メルカプト-２，４-ジチアペンチルチオ｝-１，３-ジチ
アン、４，６-ビス［４-（６-メルカプトメチルチオ）-１，３-ジチアニルチオ］-６-［
４-（６-メルカプトメチルチオ）-１，３-ジチアニルチオ］-１，３-ジチアン、３-［２-
（１，３-ジチエタニル）］メチル-７，９-ビス（メルカプトメチルチオ）-１，１１-ジ
メルカプトー２，４，６，１０-テトラチアウンデカン、９-［２-（１，３-ジチエタニル
）］メチル-３，５，１３，１５-テトラキス（メルカプトメチルチオ）-１，１７-ジメル
カプト-２，６，８，１０，１２，１６-ヘキサチアヘプタデカン、３-［２-（１，３-ジ
チエタニル）］メチル-７，９，１３，１５-テトラキス（メルカプトメチルチオ）-１，
１７-ジメルカプト-２，４，６，１０，１２，１６-ヘキサチアヘプタデカン、３，７-ビ
ス［２-（１，３-ジチエタニル）］メチル-１，９-ジメルカプト-２，４，６，８-テトラ
チアノナン、４-［３，４，８，９-テトラキス（メルカプトメチルチオ）-１１-メルカプ
ト-２，５，７，１０-テトラチアウンデシル］-５-メルカプトメチルチオ-１，３-ジチオ
ラン、４，５-ビス［３，４-ビス（メルカプトメチルチオ）-６-メルカプト-２，５-ジチ
アヘキシルチオ］-１，３-ジチオラン、４-［３，４-ビス（メルカプトメチルチオ）-６-
メルカプト-２，５-ジチアヘキシルチオ］-５-メルカプトメチルチオ-１，３-ジチオラン
、４-［３-ビス（メルカプトメチルチオ）メチル-５，６-ビス（メルカプトメチルチオ）
-８-メルカプト-２，４，７-トリチアオクチル］-５-メルカプトメチルチオ-１，３-ジチ
オラン、２-｛ビス［３，４-ビス（メルカプトメチルチオ）-６-メルカプト-２，５-ジチ
アヘキシルチオ］メチル｝-１，３-ジチエタン、２-［３，４-ビス（メルカプトメチルチ
オ）-６-メルカプト-２，５-ジチアヘキシルチオ］メルカプトメチルチオメチル-１，３-
ジチエタン、２-［３，４，８，９-テトラキス（メルカプトメチルチオ）-１１-メルカプ
ト-２，５，７，１０-テトラチアウンデシルチオ］メルカプトメチルチオメチル-１，３-
ジチエタン、２-［３-ビス（メルカプトメチルチオ）メチル-５，６-ビス（メルカプトメ
チルチオ）-８-メルカプト-２，４，７-トリチアオクチル］メルカプトメチルチオメチル
-１，３-ジチエタン、４，５-ビス｛１-［２-（１，３-ジチエタニル）］-３-メルカプト
-２-チアプロピルチオ｝-１，３-ジチオラン、４-｛１-［２-（１，３-ジチエタニル）］
-３-メルカプト-２-チアプロピルチオ｝-５-［１，２-ビス（メルカプトメチルチオ）-４
-メルカプト-３-チアブチルチオ］-１，３-ジチオラン、２-｛ビス［４-（５-メルカプト
メチルチオ-１，３-ジチオラニル）チオ］メチル｝-１，３-ジチエタン、４-［４-（５-
メルカプトメチルチオ-１，３-ジチオラニル）チオ］-５-｛１-［２-（１，３-ジチエタ
ニル）］-３-メルカプト-２-チアプロピルチオ｝-１，３-ジチオラン、さらにこれらのオ
リゴマー等のジチオアセタールもしくはジチオケタール骨格を有するポリチオール化合物
、及び
トリス（メルカプトメチルチオ）メタン、トリス（メルカプトエチルチオ）メタン、１，
１，５，５-テトラキス（メルカプトメチルチオ）-２，４-ジチアペンタン、ビス［４，
４-ビス（メルカプトメチルチオ）-１，３-ジチアブチル］-（メルカプトメチルチオ）メ
タン、トリス［４，４-ビス（メルカプトメチルチオ）-１，３-ジチアブチル］メタン、
２，４，６-トリス（メルカプトメチルチオ）-１，３，５-トリチアシクロヘキサン、２
，４-ビス（メルカプトメチルチオ）-１，３，５-トリチアシクロヘキサン、１，１，３
，３-テトラキス（メルカプトメチルチオ）-２-チアプロパン、ビス（メルカプトメチル
）メチルチオ-１，３，５-トリチアシクロヘキサン、トリス［（４-メルカプトメチル-２
，５-ジチアシクロヘキシル-１-イル）メチルチオ］メタン、２，４-ビス（メルカプトメ
チルチオ）-１，３-ジチアシクロペンタン、２-メルカプトエチルチオ-４-メルカプトメ
チル-１，３-ジチアシクロペンタン、２-（２，３-ジメルカプトプロピルチオ）-１，３-
ジチアシクロペンタン、４-メルカプトメチル-２-（２，３-ジメルカプトプロピルチオ）
-１，３-ジチアシクロペンタン、４-メルカプトメチル-２-（１，３-ジメルカプト-２-プ
ロピルチオ）-１，３-ジチアシクロペンタン、トリス［２，２-ビス（メルカプトメチル
チオ）-２-チアプロピル］メタン、トリス［４，４-ビス（メルカプトメチルチオ）-３-
チアブチル］メタン、２，４，６-トリス［３，３-ビス（メルカプトメチルチオ）-２-チ
アプロピル］-１，３，５-トリチアシクロヘキサン、テトラキス［３，３-ビス（メルカ
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プトメチルチオ）-２-チアプロピル］メタン、さらにこれらのオリゴマー等のオルトトリ
チオ蟻酸エステル骨格を有するポリチオール化合物等を挙げることができるが、これら例
示化合物のみに限定されるものではない。さらにこれらの塩素置換体、臭素置換体等のハ
ロゲン置換体を使用しても良い。これらスルフィド結合を有するメルカプト化合物は単独
でも、２種類以上を混合して使用してもよい。
【００３７】
　また、ヒドロキシ基を有するメルカプト化合物としては、例えば、２－メルカプトエタ
ノール、３－メルカプト－１，２－プロパンジオール、グルセリンジ（メルカプトアセテ
ート）、１－ヒドロキシ－４－メルカプトシクロヘキサン、２，４－ジメルカプトフェノ
ール、２－メルカプトハイドロキノン、４－メルカプトフェノール、１，３－ジメルカプ
ト－２－プロパノール、２，３－ジメルカプト－１－プロパノール、１，２－ジメルカプ
ト－１，３－ブタンジオール、ペンタエリスリトールトリス（３－メルカプトプロピオネ
ート）、ペンタエリスリトールモノ（３－メルカプトプロピオネート）、ペンタエリスリ
トールビス（３－メルカプトプロピオネート）、ペンタエリスリトールトリス（チオグリ
コレート）、ペンタエリスリトールペンタキス（３－メルカプトプロピオネート）、ヒド
ロキシメチル－トリス（メルカプトエチルチオメチル）メタン、１－ヒドロキシエチルチ
オ－３－メルカプトエチルチオベンゼン、４－ヒドロキシ－４´－メルカプトジフェニル
スルホン、２－（２－メルカプトエチルチオ）エタノール、ジヒドロキシエチルスルフィ
ドモノ（３－メルカプトプロピオネート）、ジメルカプトエタンモノ（サルチレート）、
ヒドロキシエチルチオメチル－トリス（メルカプトエチルチオ）メタン等が挙げられるが
、これら例示化合物のみに限定されるものではない。さらにこれらの塩素置換体、臭素置
換体等のハロゲン置換体を使用しても良い。これらヒドロキシ基を有するメルカプト化合
物は単独でも、２種類以上を混合して使用してもよい。
【００３８】
　これら活性水素化合物はそれぞれ単独でも、または２種類以上を混合して用いてもよい
。活性水素化合物として好ましくは、４-メルカプトメチル-１，８-ジメルカプト-３，６
-ジチアオクタン、５，７-ジメルカプトメチル-１，１１-ジメルカプト-３，６，９-トリ
チアウンデカン、４，７-ジメルカプトメチル-１，１１-ジメルカプト-３，６，９-トリ
チアウンデカン、４，８-ジメルカプトメチル-１，１１-ジメルカプト-３，６，９-トリ
チアウンデカン、ペンタエリスリトールテトラキス（３-メルカプトプロピオネート）、
１，１，３，３-テトラキス（メルカプトメチルチオ）プロパン、１，１，２，２-テトラ
キス（メルカプトメチルチオ）エタン、４，６-ビス（メルカプトメチルチオ）-１，３-
ジチアンまたは２-（２，２-ビス（メルカプトジメチルチオ）エチル）-１，３-ジチエタ
ンであり、さらに好ましくは、４-メルカプトメチル-１，８-ジメルカプト-３，６-ジチ
アオクタン、５，７-ジメルカプトメチル-１，１１-ジメルカプト-３，６，９-トリチア
ウンデカン、４，７-ジメルカプトメチル-１，１１-ジメルカプト-３，６，９-トリチア
ウンデカン、４，８-ジメルカプトメチル-１，１１-ジメルカプト-３，６，９-トリチア
ウンデカン、ペンタエリスリトールテトラキス（３-メルカプトプロピオネート）である
。
【００３９】
　本発明において、活性水素化合物は、上記の化合物から選択された、メルカプト基を３
つ以上有する化合物を少なくとも１種含むことが好ましく、全てメルカプト基を３つ以上
有する化合物であることがより好ましい。これにより得られる樹脂の屈折率が向上し、光
学的な異方性が生じにくいために複屈折も低減され、耐衝撃性等の機械物性が向上する。
　これに対し、特開２００５－３３６４７６号においては、メルカプト基を２つ有する化
合物のみが用いられており、メルカプト基を３つ以上有する化合物を少なくとも１種含む
本件とは異なり、得られる樹脂に屈折率等の光学特性、耐衝撃性等の機械物性に改良の余
地があった。
【００４０】
　チオウレタン結合を有する樹脂は、イソシアネート化合物およびイソチオシアネート化
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合物からなる群より選択される一種または二種以上のイソシアネート類、およびメルカプ
ト基を有する一種または二種以上の活性水素化合物を主成分としてなるが、ポリチオウレ
タン樹脂の改質を目的として、ヒドロキシ化合物、アミン化合物、エポキシ化合物、エピ
スルフィド化合物、有機酸及びその無水物、（メタ）アクリレート化合物等を含むオレフ
ィン化合物等の樹脂改質剤を加えてもよい。ここで、樹脂改質剤とは、ポリチオウレタン
樹脂の屈折率、アッベ数、耐熱性、比重等の物性や耐衝撃性等の機械強度等を調整あるい
は向上させる化合物である。
【００４１】
　樹脂改質材として添加することができるヒドロキシ化合物としては、例えば、ジエチレ
ングリコール、トリエチレングリコール、１，３-プロパンジオール、ジプロピレングリ
コール、トリプロピレングリコール、１，４-ブタンジオール、１，３-ブタンジオール、
１，５-ペンタンジオール、１,４-ペンタンジオール、１，３-ペンタンジオール、１,６-
ヘキサンジオール、１，５-ヘキサンジオール、１，４-ヘキサンジオール、１，３-ヘキ
サンジオール、１，７ヘプタンジオール、１，８-オクタンジオール、チオジエタノール
、ジチオジエタノール、チオジプロパノール、ジチオジプロパノール、さらにこれらのオ
リゴマー等を挙げることができるが、これら例示化合物のみに限定されるものではない。
これらアルコール化合物は単独でも、または２種類以上を混合して使用してもよい。
【００４２】
　樹脂改質剤として添加することができるアミン化合物としては、エチルアミン、ｎ－プ
ロピルアミン、イソプロピルアミン、ｎ－ブチルアミン、ｓｅｃ－ブチルアミン、ｔｅｒ
－ブチルアミン、ペンチルアミン、ヘキシルアミン、ヘプチルアミン、オクチルアミン、
デシルアミン、ラウリルアミン、ミリスチルアミン、３－ペンチルアミン、２－エチルヘ
キシルアミン、１，２－ジメチルヘキシルアミン、アリルアミン、アミノメチルビシクロ
ヘプタン、シクロペンチルアミン、シクロヘキシルアミン、２，３－ジメチルシクロヘキ
シルアミン、アミノメチルシクロヘキサン、アニリン、ベンジルアミン、フェネチルアミ
ン、２，３－、あるいは４－メチルベンジルアミン、ｏ－、ｍ－、あるいはｐ－メチルア
ニリン、ｏ－、ｍ－、あるいはｐ－エチルアニリン、アミノモルホリン、ナフチルアミン
、フルフリルアミン、α－アミノジフェニルメタン、トルイジン、アミノピリジン、アミ
ノフェノール、アミノエタノール、１－アミノプロパノール、２－アミノプロパノール、
アミノブタノール、アミノペンタノール、アミノヘキサノール、メトキシエチルアミン、
２－（２－アミノエトキシ）エタノール、３－エトキシプロピルアミン、３－プロポキシ
プロピルアミン、３－ブトキシプロピルアミン、３－イソプロポキシプロピルアミン、３
－イソブトキシプロピルアミン、２，２－ジエトキシエチルアミン等の単官能１級アミン
化合物、及び
エチレンジアミン、１，２－、または１，３－ジアミノプロパン、１，２－、１，３－、
または１，４－ジアミノブタン、１，５－ジアミノペンタン、１，６－ジアミノヘキサン
、１，７－ジアミノヘプタン、１，８－ジアミノオクタン、１，１０－ジアミノデカン、
１，２－、１，３－、または１，４－ジアミノシクロヘキサン、ｏ－、ｍ－、またはｐ－
ジアミノベンゼン、３，４－、または４，４'－ジアミノベンゾフェノン、３，４－、ま
たは４，４'－ジアミノジフェニルエーテル、４，４'－ジアミノジフェニルメタン、４，
４'－ジアミノジフェニルスルフィド、３，３'－、または４，４'－ジアミノジフェニル
スルフォン、２，７－ジアミノフルオレン、１，５－、１，８－、または２，３－ジアミ
ノナフタレン、２，３－、２，６－、または３，４－ジアミノピリジン、２，４－、また
は２，６－ジアミノトルエン、ｍ－、またはｐ－キシリレンジアミン、イソホロンジアミ
ン、ジアミノメチルビシクロヘプタン、１，３－、または１，４－ジアミノメチルシクロ
ヘキサン、２－、または４－アミノピペリジン、２－、または４－アミノメチルピペリジ
ン、２－、または４－アミノエチルピペリジン、Ｎ－アミノエチルモルホリン、Ｎ－アミ
ノプロピルモルホリン等の１級ポリアミン化合物及び、
ジエチルアミン、ジプロピルアミン、ジ－ｎ－ブチルアミン、ジ－ｓｅｃ－ブチルアミン
、ジイソブチルアミン、ジ－ｎ－ペンチルアミン、ジ－３－ペンチルアミン、ジヘキシル
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アミン、ジオクチルアミン、ジ（２－エチルヘキシル）アミン、メチルヘキシルアミン、
ジアリルアミン、Ｎ－メチルアリルアミン、ピペリジン、ピロリジン、ジフェニルアミン
、Ｎ－メチルアミン、Ｎ－エチルアミン、ジベンジルアミン、Ｎ－メチルベンジルアミン
、Ｎ－エチルベンジルアミン、ジシクロヘキシルアミン、Ｎ－メチルアニリン、Ｎ－エチ
ルアニリン、ジナフチルアミン、１－メチルピペラジン、モルホリン等の単官能２級アミ
ン化合物、及び
Ｎ，Ｎ'－ジメチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ'－ジメチル－１，２－ジアミノプロパン、
Ｎ，Ｎ'－ジメチル－１，３－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ'－ジメチル－１，２－ジアミノ
ブタン、Ｎ，Ｎ'－ジメチル－１，３－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ'－ジメチル－１，４－ジ
アミノブタン、Ｎ，Ｎ'－ジメチル－１，５－ジアミノペンタン、Ｎ，Ｎ'－ジメチル－１
，６－ジアミノヘキサン、Ｎ，Ｎ'－ジメチル－１，７－ジアミノヘプタン、Ｎ，Ｎ'－ジ
エチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ'－ジエチル－１，２－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ'－ジ
エチル－１，３－ジアミノプロパン、Ｎ，Ｎ'－ジエチル－１，２－ジアミノブタン、Ｎ
，Ｎ'－ジエチル－１，３－ジアミノブタン、Ｎ，Ｎ'－ジエチル－１，４－ジアミノブタ
ン、Ｎ，Ｎ'－ジエチル－１，５－ジアミノペンタン、Ｎ，Ｎ'－ジエチル－１，６－ジア
ミノヘキサン、Ｎ，Ｎ'－ジエチル－１，７－ジアミノヘプタン、ピペラジン、２－メチ
ルピペラジン、２，５－ジメチルピペラジン、２，６－ジメチルピペラジン、ホモピペラ
ジン、１，１－ジ－（４－ピペリジル）メタン、１，２－ジ－（４－ピペリジル）エタン
、１，３－ジ－（４－ピペリジル）プロパン、１，４－ジ－（４－ピペリジル）ブタン、
テトラメチルグアニジン等の２級ポリアミン化合物等を挙げることができるが、これら例
示化合物のみに限定されるものではない。これらアミン化合物は単独でも、２種類以上を
混合して使用してもよい。
【００４３】
　樹脂改質剤として添加することができるエポキシ化合物としては、ビスフェノールＡグ
リシジルエーテル等の多価フェノール化合物とエピハロヒドリン化合物との縮合反応によ
り得られるフェノール系エポキシ化合物及び、水添ビスフェノールＡグリシジルエーテル
等の多価アルコール化合物とエピハロヒドリン化合物との縮合により得られるアルコール
系エポキシ化合物、及び３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３'，４'－エポキシシ
クロヘキサンカルボキシレートや１，２－ヘキサヒドロフタル酸ジグリシジルエステル等
の多価有機酸化合物とエピハロヒドリン化合物との縮合により得られるグリシジルエステ
ル系エポキシ化合物、及び一級及び二級ジアミン化合物とエピハロヒドリン化合物との縮
合により得られるアミン系エポキシ化合物、及びビニルシクロヘキセンジエポキシド等の
脂肪族多価エポキシ化合物等を挙げることができるが、これら例示化合物のみに限定され
るものではない。これらエポキシ化合物は単独でも、２種類以上を混合して使用してもよ
い。
【００４４】
　樹脂改質剤として添加することができるエピスルフィド化合物としては、例えば、ビス
（２，３－エピチオプロピルチオ）スルフィド、ビス（２，３－エピチオプロピルチオ）
ジスルフィド、ビス（２，３－エピチオプロピルチオ）メタン、１，２－ビス（２，３－
エピチオプロピルチオ）エタン、１，５－ビス（２，３－エピチオプロピルチオ）－３－
チアペンタン等の鎖状脂肪族の２，３－エピチオプロピルチオ化合物；
１，３－ビス（２，３－エピチオプロピルチオ）シクロヘキサン、２，５－ビス（２，３
－エピチオプロピルチオメチル）－１，４－ジチアン等の環状脂肪族、複素環を有する２
，３－エピチオプロピルチオ化合物；
１，３－ビス（２，３－エピチオプロピルチオ）ベンゼン、１，４－ビス（２，３－エピ
チオプロピルチオ）ベンゼン等の芳香族２，３－エピチオプロピルチオ化合物等を挙げる
ことができるが、これら例示化合物のみに限定されるものではない。これらエピスルフィ
ド化合物は単独でも、２種類以上を混合して使用してもよい。
【００４５】
　樹脂改質剤として添加することができる有機酸及びその無水物としては、チオジグリコ
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ール酸、チオジプロピオン酸、ジチオジプロピオン酸、無水フタル酸、ヘキサヒドロ無水
フタル酸、メチルヘキサヒドロ無水フタル酸、メチルテトラヒドロ無水フタル酸、メチル
ノルボルネン酸無水物、メチルノルボルネン酸無水物、無水マレイン酸、無水トリメリッ
ト酸、無水ピロメリット酸等を挙げることができるが、これら例示化合物のみに限定され
るものではない。これら有機酸及びその無水物は単独でも、２種類以上を混合して使用し
てもよい。
【００４６】
　樹脂改質剤として添加することができるオレフィン化合物としては、ベンジルアクリレ
ート、ベンジルメタクリレート、ブトキシエチルアクリレート、ブトキシメチルメタクリ
レート、シクロヘキシルアクリレート、シクロヘキシルメタクリレート、２－ヒドロキシ
エチルアクリレート、２－ヒドロキシメチルメタクリレート、グリシジルアクリレート、
グリシジルメタクリレート、フェノキシエチルアクリレート、フェノキシエチルメタクリ
レート、フェニルメタクリレート、エチレングリコールジアクリレート、エチレングリコ
ールジメタクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、ジエチレングリコールジ
メタクリレート、トリエチレングリコールジアクリレート、トリエチレングリコールジメ
タクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、テトラエチレングリコールジ
メタクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレート、ポリエチレングリコールジメ
タクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジメタ
クリレート、エチレングリコールビスグリシジルアクリレート、エチレングリコールビス
グリシジルメタクリレート、ビスフェノールＡジアクリレート、ビスフェノールＡジメタ
クリレート、２，２－ビス（４－アクロキシエトキシフェニル）プロパン、２，２－ビス
（４－メタクロキシエトキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－アクロキシジエト
キシフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－メタクロキシジエトキシフェニル）プロパ
ン、ビスフェノールＦジアクリレート、ビスフェノールＦジメタクリレート、１，１－ビ
ス（４－アクロキシエトキシフェニル）メタン、１，１－ビス（４－メタクロキシエトキ
シフェニル）メタン、１，１－ビス（４－アクロキシジエトキシフェニル）メタン、１，
１－ビス（４－メタクロキシジエトキシフェニル）メタン、ジメチロールトリシクロデカ
ンジアクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、トリメチロールプロパン
トリメタクリレート、グリセロールジアクリレート、グリセロールジメタクリレート、ペ
ンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、ペン
タエリスリトールテトラメタクリレート、メチルチオアクリレート、メチルチオメタクリ
レート、フェニルチオアクリレート、ベンジルチオメタクリレート、キシリレンジチオー
ルジアクリレート、キシリレンジチオールジメタクリレート、メルカプトエチルスルフィ
ドジアクリレート、メルカプトエチルスルフィドジメタクリレート等の（メタ）アクリレ
ート化合物、及び
アリルグリシジルエーテル、ジアリルフタレート、ジアリルテレフタレート、ジアリルイ
ソフタレート、ジアリルカーボネート、ジエチレングリコールビスアリルカーボネート等
のアリル化合物、及び
スチレン、クロロスチレン、メチルスチレン、ブロモスチレン、ジブロモスチレン、ジビ
ニルベンゼン、３，９－ジビニルスピロビ（ｍ－ジオキサン）等のビニル化合物等を挙げ
ることができるが、これら例示化合物のみに限定されるものではない。これらオレフィン
化合物は単独でも、２種類以上を混合して使用してもよい。
【００４７】
　次に、チオウレタン結合を有する樹脂の製造方法について述べる。
本発明において、原料として用いられるイソシアネート類と活性水素化合物、さらには改
質剤であるヒドロキシ化合物まで含めた原料の使用割合は、（ＮＣＯ＋ＮＣＳ）／（ＳＨ
+ＯＨ）の官能基モル比が、通常、０．５以上、３．０以下の範囲内、好ましくは０．６
以上、２．０以下、さらに好ましくは０．８以上、１．３以下の範囲内である。
【００４８】
　チオウレタン結合を有する樹脂のフィルムを成形する際には、目的に応じて公知の成形
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法における手法と同様に、ジブチル錫ジクロリド、ジメチル錫ジクロリドなどの触媒、ベ
ンゾトリアゾール系などの紫外線吸収剤、外部または内部離型剤、光安定剤、鎖延長剤、
架橋剤、酸化防止剤、着色防止剤酸化防止剤、ラジカル反応開始剤などの反応開始剤、鎖
延長剤、架橋剤、着色防止剤、油溶染料、充填剤、密着性向上剤などの種々の物質を添加
してもよい。これらの添加剤は、重合性組成物にあらかじめ添加しておいてもよい。
【００４９】
　チオウレタン結合を有する樹脂の場合、硫黄原子またはセレン原子を有する無機化合物
は著しい色相悪化の原因または濁りの原因となりやすいため、重合性組成物におけるこれ
らの無機化合物の含有量は１重量％以下であることが好ましい。
【００５０】
　次に、モノマーの調合方法について述べる。本発明において、重合前にイソシアネート
類、活性水素化合物、反応触媒、離型剤、およびその他添加剤を混合して重合性組成物を
調製する場合、触媒や離型剤その他の添加剤の添加順序は、モノマーへの溶解性にも左右
されるが、あらかじめイソシアネート類に添加溶解させるか、活性水素化合物に添加溶解
させるか、またはイソシアネート類と活性水素化合物との混合物に添加溶解させてもよい
。あるいは、使用するモノマーの一部に溶解させてマスター液を調製した後、このマスタ
ー液を添加しても構わない。添加順序については、これら例示の方法に限定されず、操作
性、安全性、便宜性等を踏まえ、適宜選択される。
【００５１】
　触媒添加の形態としては、触媒そのものの形状で加えても良いし、使用するモノマー類
の一部に溶解してマスター液を調製した後、これを添加しても構わない。
【００５２】
　イソシアネート類と活性水素化合物および反応触媒や離型剤、およびその他添加剤を混
合して重合性組成物を調製する際の温度は通常２５℃以下である。組成物のポットライフ
の観点から、さらに低温にすると好ましい場合がある。ただし、反応触媒、離型剤、また
は添加剤のモノマーへの溶解性が良好でない場合は、あらかじめ加温して、モノマーであ
るイソシアネート類または活性水素化合物、あるいはモノマー混合物に溶解させることも
可能である。
【００５３】
［フィルムの製造方法］
　本発明のフィルムは、通常の方法により製造することができ、上述の重合性組成物を用
い、キャスト（薄膜塗工－重合硬化）法、スピンコート－重合硬化法、注型重合法等によ
り得ることができる。
　キャスト法、スピンコート－重合硬化法は、チオウレタン結合を部分的に有し、さらに
チオウレタンを形成しうるイソシアネート基を有する化合物およびチオール基を有する化
合物の混合物であり、粘度調節された重合性組成物をダイより押し出して基材上に流延し
た後、あるいは、組成物の載った基材を高速回転させて薄膜を形成した後、重合・硬化さ
せてフィルムを得る方法である。なお、混合物のキャスト（塗工）時の粘度は、塗工方法
、その用途により適宜選択される。
【００５４】
　注型重合法は、四辺をシールされた一対の無機ガラスまたは金属または樹脂板からなり
、２００μｍ以下の間隔を有する鋳型に、チオウレタン結合を部分的に有し、さらにチオ
ウレタンを形成しうるイソシアネート基を有する化合物およびチオール基を有する化合物
の混合物である重合性組成物を面間に注入し、重合させてフィルムを得る方法である。な
お、混合物の注入時の粘度は、注入方法や硬化プロセスなどにより適宜選択される。
【００５５】
　なお、本発明において、得られたフィルムはアニール処理されていてもよい。また、重
合性組成物に金属酸化物などの微粒子、フィラーなどを混合してフィルムを形成してもよ
い。
【００５６】
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［フィルムの用途］
　本発明のフィルムは、高屈折率、低複屈折および光線透過性のバランスに優れ、さらに
靭性、剛性、寸法安定性等の機械的特性のバランスに優れ、加工時の変形などの影響が極
めて小さく、またさらに耐溶媒性にも優れるので、様々な光学フィルムとして用いること
ができる。
【００５７】
　光学フィルムとしては、偏光フィルム及びそれを構成する偏光素子と偏光板保護フィル
ム、位相差フィルム、配向膜（配向フィルム）、視野角拡大（補償）フィルム、拡散板（
フィルム）、プリズムシート、導光板、輝度向上フィルム、近赤外吸収フィルム、反射フ
ィルム、反射防止（ＡＲ）フィルム、反射低減（ＬＲ）フィルム、アンチグレア（ＡＧ）
フィルム、透明導電（ＩＴＯ）フィルム、透明導電膜用基材、異方導電性フィルム（ＡＣ
Ｆ）、電磁波遮蔽（ＥＭＩ）フィルム、電極基板用フィルム、カラーフィルタ基板用フィ
ルム、バリアフィルム、カラーフィルタ層、ブラックマトリクス層などが挙げられる。こ
のように、本発明の光学フィルムは、液晶ディスプレイ、有機ＥＬディスプレイ、プラズ
マディスプレイ、太陽電池等の各種光学部材の内または外部に形成させてもよく、本発明
はこのような光学部材を提供する。
【００５８】
　また、本発明の光学フィルムは、特に発光面または光取り込み面の表面に位置させるこ
とにより、光を効率よく取り出すまたは取り込むことができ、これらの作用が求められる
用途に最適である。例えば、本フィルムの一方の面を凹凸に加工し、そして他方の面を発
光デバイスの発光面に接着させることにより、発光体内部で反射していた光が外に取り出
され、発光効率が向上した発光デバイスを提供することができる。また、本フィルム自体
を基板とし、その表面に発光素子を直接形成させることにより、素子内での反射を軽減さ
れ、発光効率が向上した発光デバイスを提供することができる。このように、本発明によ
れば、光学フィルムを内または外部に形成させた発光デバイス、さらに、この発光デバイ
スを用いた、照明装置（ＬＥＤランプ、ディスプレイのバックライト、カメラや携帯電話
等のフラッシュライトなど）および画像表示装置（フラットパネルディスプレイなど）を
提供することもできる。
【００５９】
　本発明の光学フィルムは、このような光学フィルムの機能を２種以上兼ね備えた１枚の
フィルムであってもよく、このような光学フィルムを２種以上備えたフィルム（複合フィ
ルム）の一部又は全部を構成してもよい。これらの光学フィルムは、ガラスや他の樹脂フ
ィルムなどの基材上に形成させたものを、剥がすことなく用いることで、そのまま張り合
わせ部材、多層構造体とすることもできる。
【実施例】
【００６０】
　以下、本発明を実施例により具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例に何ら限定
されるものではない。
【００６１】
　本実施例において得られたフィルムの性能は、以下の試験法により評価した。
・屈折率、アッベ数：ＡＴＡＧＯ製 多波長アッベ屈折計を用いて、２０℃で測定した（
ナトリウムＤ線；５８９ｎｍ）。
・複屈折：王子計測器械製　ＫＯＢＲＡ-ＣＣＤ／Ｘを用いて、５９０ｎｍの波長で正面
レタデーションＲｅと正面複屈折Δｎｘｙを測定した。また、大塚電子製位相差測定装置
ＲＥＴＳ-１００を用い、回転検光子法により４００～８００ｎｍの波長について厚み方
向のレタデーションＲｔｈと厚み方向の複屈折Δｎｘｚの測定を行った。（表中のＲｔｈ
およびΔｎは５９０ｎｍにおける値）
・線膨張係数：熱分析装置（ＴＭＡ－５０　島津製作所社製）を用いて、長さ１５ｍｍ、
幅５ｍｎに加工した試験片を用いて、５℃／ｍｉｎの昇温速度で測定した。また、ガラス
転移温度前後でのＴＭＡ曲線の接線の交点から、ＴＭＡ軟化温度を求めた。
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・力学強度：万能材料試験機（２０１－５型　インテスコ社製）を用いて、長さ５０ｍｍ
、幅５ｍｍに加工したダンベル型試験片を用いて、試験片両端より引っ張り速度３０ｍｍ
／ｍｉｎにて引っ張った。（厚さ８０－１００μｍ）
・衝撃強度：フィルムインパクトテスター（東洋精機製作所社製）を用いて、先端径１ｉ
ｎｃｈの振り子ハンマーを使用して測定した。
・全光線透過率（透過率－１）：ＪＩＳーＫ７１０５に準じてヘイズメーター（ＮＤＨ２
０００　日本電色工業製）を用いて測定した。　
・５５０ｎｍ透過率（透過率－２）：分光光度計（Ｕ－３０１０　日立製）５５０ｎｍ波
長での透過率を測定した。
・透湿性：ＪＩＳ　Ｚ０２０８に準じて、温度６０℃、９０％ＲＨ、膜厚１００μｍの条
件で透湿量を測定した。
・耐溶剤性：フィルム上に、各溶剤（アセトン、エタノール、シクロヘキサノン、トルエ
ン）をそれぞれ滴下したのちベンコットで払拭し、目視により表面の溶解状態を観察した
。
【００６２】
［製造例１］
　特開平７－２５２２０７実施例１記載の方法に準じて、５，７－ジメルカプトメチル－
１，１１－ジメルカプト－３，６－トリチアウンデカン、４，７－ジメルカプトメチル－
１，１１－ジメルカプト－３，６－トリチアウンデカン、４，８－ジメルカプトメチル－
１，１１－ジメルカプト－３，６－トリチアウンデカンを含むポリチオール化合物（Ｂ－
２）を合成した。
【００６３】
［製造例２］
　特開２００４－２８２０号公報の製造例２記載の方法に準じて、１，１，３，３－テト
ラキス（メルカプトメチルチオ）プロパン、４，６－ビス（メルカプトメチルチオ）－１
，３－ジチアン、２－（２，２－ビス（メルカプトメチルチオ）エチル）－１，３－ジチ
エタンを含むポリチオール化合物（Ｂ－３）を合成した。
【００６４】
［実施例１］
　ｍ－キシリレンジイソシアナート３６．４ｇに触媒としてジブチルチンジクロライド１
０．５ｍｇ、内部離型剤として「ＺｅｌｅｃＵＮ」（商品名、Ｓｔｅｐａｎ社製　酸性リ
ン酸アルキルエステル）７０ｍｇ、を予め加え溶解してモノマー混合溶液としておいた。
次いで、４－メルカプト‐１，８－ジメルカプト－３，６－ジチアオクタン３３．６ｇを
加え、よく混合し、モノマー混合溶液とした。このモノマー混合溶液を減圧下１時間脱気
した。青板ガラスの四辺に８０μｍのカプトンテープを額縁状に貼って壁をつくり、壁の
内側にモノマー混合溶液を滴下して、さらに上から同サイズのガラス基板を乗せた。カプ
トンテープ壁の内側がモノマー混合溶液で満たされたことを確認してから、２枚のガラス
をクリップで挟んで固定した。これを２０℃から徐々に昇温して１２０℃まで加熱し、２
０時間かけて硬化させた。冷却した後にガラスから剥がしてフィルムを得た。得られたフ
ィルムは無色透明であった。
【００６５】
［実施例２］
　ｍ－キシリレンジイソシアナート３６．４ｇに触媒としてジブチルチンジクロライド１
０．５ｍｇ、内部離型剤として「ＺｅｌｅｃＵＮ」（商品名、Ｓｔｅｐａｎ社製 酸性リ
ン酸アルキルエステル）７０ｍｇ、を予め加え溶解してモノマー混合溶液としておいた。
次いで、４－メルカプト‐１，８－ジメルカプト－３，６－ジチアオクタン３３．６ｇを
加え、よく混合し、モノマー混合溶液とした。このモノマー混合溶液を減圧下で１時間脱
気した。その後、塗布ＧＡＰを７０μｍ以下に設定したアプリケーター（コーティングテ
スター工業製）を用いて、ポリエチレンナフタレートフィルム（帝人社製：テオネックス
Ｑ５１）に塗布した。モノマー混合溶液は基材上に均一に濡れ広がった。これを２０℃か
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ら徐々に昇温して１２０℃まで加熱し、１３時間かけて硬化させた。冷却した後に基材を
剥がしてフィルムを得た。得られたフィルムは無色透明であった。フィルムの各物性は、
以下の通りであった。
【００６６】
・屈折率：１．６６（ナトリウムＤ線；５８９ｎｍ）
・アッベ数：３２
・透過率（波長４００～８００ｎｍ平均）：８８．７％　（膜厚８０μｍ）
　なお、波長４３０ｎｍにおいて８８．０％（膜厚８０μｍ）であった。
・複屈折：正面レタデーションＲｅ（波長５９０ｎｍ）：０．８ｎｍ　（膜厚８０μｍ）
　　　　　　複屈折Δｎｘｙ（波長５９０ｎｍ）：１．０×１０－５

　　　　　　厚み方向レタデーションＲｔｈ（波長５９０ｎｍ）：４９ｎｍ
　　　　　　複屈折Δｎｘｚ（波長５９０ｎｍ）：６．３×１０－４

・透湿度：７ｇ／ｍ２・２４ｈｒ（膜厚１００μｍ換算）
・耐溶剤性：アセトン、エタノール、シクロヘキサノン、トルエンのいずれの溶剤に対し
て溶解は認められなかった。
・線膨張係数：８×１０－５/Ｋ（厚さ８０μｍ）
・力学強度：
　　　　　引張弾性率　　３．８～４．１ＧＰａ
　　　　　最大点応力　　１２０ＭＰａ
　　　　　破断伸び　　　３．１～５．７％
・衝撃強度：２～４ｋＪ/ｍ（厚さ４５－５５μｍ）
【００６７】
［実施例３］
　２，４－トリレンジイソシアネート６．１ｇに触媒としてジブチルチンジクロライド２
．５ｍｇ、内部離型剤として「ＺｅｌｅｃＵＮ」（商品名、Ｓｔｅｐａｎ社製　酸性リン
酸アルキルエステル）１２．４ｍｇ、を予め加え溶解してモノマー混合溶液としておいた
。次いで、４－メルカプト‐１，８－ジメルカプト－３，６－ジチアオクタン６．３ｇを
加え、よく混合し、モノマー混合溶液とした。このモノマー混合溶液を減圧下１時間脱気
した。青板ガラスの四辺に８０μｍのカプトンテープを額縁状に貼って壁をつくり、壁の
内側にモノマー混合溶液を滴下して、さらに上から同サイズのガラス基板を乗せた。カプ
トンテープ壁の内側がモノマー混合溶液で満たされたことを確認してから、２枚のガラス
をクリップで挟んで固定した。これを２０℃から徐々に昇温して１２０℃まで加熱し、１
３時間かけて硬化させた。冷却した後にガラスから剥がしてフィルムを得た。得られたフ
ィルムは無色透明であった。
【００６８】
［実施例４］
　２，４－トリレンジイソシアネート５．６ｇに触媒としてジブチルチンジクロライド２
．４ｍｇ、内部離型剤として「ＺｅｌｅｃＵＮ」（商品名、Ｓｔｅｐａｎ社製　酸性リン
酸アルキルエステル）１１．９ｍｇ、を予め加え溶解してモノマー混合溶液としておいた
。次いで、製造例１記載の方法にて合成したポリチオール化合物（Ｂ－２）６．３ｇを加
え、よく混合し、モノマー混合溶液とした。このモノマー混合溶液を減圧下１時間脱気し
た。青板ガラスの四辺に８０μｍのカプトンテープを額縁状に貼って壁をつくり、壁の内
側にモノマー混合溶液を滴下して、さらに上から同サイズのガラス基板を乗せた。カプト
ンテープ壁の内側がモノマー混合溶液で満たされたことを確認してから、２枚のガラスを
クリップで挟んで固定した。これを２０℃から徐々に昇温して１２０℃まで加熱し、１３
時間かけて硬化させた。冷却した後にガラスから剥がしてフィルムを得た。得られたフィ
ルムは無色透明であった。
【００６９】
［実施例５］
　５０℃の水浴下で、２，４－トリレンジイソシアネート　４１．３ｇに触媒としてジブ
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ｔｅｐａｎ社製　酸性リン酸アルキルエステル）１００ｍｇ、を予め加え溶解してモノマ
ー混合溶液としておいた。次いで、製造例２記載の方法にて合成したポリチオール化合物
（Ｂ－３）　５８．７ｇを加え、よく混合し、モノマー混合溶液とした。このモノマー混
合溶液を５０℃減圧下で１５分間脱気した。青板ガラスの四辺に８０μｍのカプトンテー
プを額縁状に貼って壁をつくり、壁の内側にモノマー混合溶液を滴下して、さらに上から
同サイズのガラス基板を乗せた。カプトンテープ壁の内側がモノマー混合溶液で満たされ
たことを確認してから、２枚のガラスをクリップで挟んで固定した。これを５０℃から徐
々に昇温して１２０℃まで加熱し、２２時間かけて硬化させた。冷却した後にガラスから
剥がしてフィルムを得た。得られたフィルムは無色透明であった。
【００７０】
［実施例６］
　６０℃の水浴下で、加熱溶融したｍ－フェニレンジイソシアネート３５ｇにヘキサメチ
レンジイソシアナート２．３ｇ、触媒としてジブチルチンジクロライド５ｍｇ、内部離型
剤としてリン酸ジブチル２２５ｍｇおよびモノンブチルホスフェート２５ｍｇ、を予め加
え溶解してモノマー混合溶液としておいた。次いで、製造例２記載の方法にて合成したポ
リチオール化合物（Ｂ－３）６２．７ｇを加え、よく混合し、モノマー混合溶液とした。
このモノマー混合溶液を６０℃減圧下で５分間脱気した。青板ガラスの四辺に８０μｍの
カプトンテープを額縁状に貼って壁をつくり、壁の内側にモノマー混合溶液を滴下して、
さらに上から同サイズのガラス基板を乗せた。カプトンテープ壁の内側がモノマー混合溶
液で満たされたことを確認してから、２枚のガラスをクリップで挟んで固定した。これを
５０℃から徐々に昇温して１２０℃まで加熱し、２４時間かけて硬化させた。冷却した後
にガラスから剥がしてフィルムを得た。得られたフィルムは無色透明であった。
【００７１】
［実施例７］
　ｍ－キシリレンジイソシアナート４４．５ｇに触媒としてジブチルチンジクロライド１
０．０ｍｇ、内部離型剤として「ＺｅｌｅｃＵＮ」（商品名、Ｓｔｅｐａｎ社製　酸性リ
ン酸アルキルエステル）１００ｍｇ、を予め加え溶解してモノマー混合溶液としておいた
。次いで、製造例２記載の方法にて合成したポリチオール化合物（Ｂ－３）５５．５ｇを
加え、よく混合し、モノマー混合溶液とした。このモノマー混合溶液を減圧下で１時間脱
気した。青板ガラスの四辺に８０μｍのカプトンテープを額縁状に貼って壁をつくり、壁
の内側にモノマー混合溶液を滴下して、さらに上から同サイズのガラス基板を乗せた。カ
プトンテープ壁の内側がモノマー混合溶液で満たされたことを確認してから、２枚のガラ
スをクリップで挟んで固定した。これを２０℃から徐々に昇温して１２０℃まで加熱し、
２２時間かけて硬化させた。冷却した後にガラスから剥がしてフィルムを得た。得られた
フィルムは無色透明であった。
【００７２】
　得られた各フィルムの各物性を、表１にまとめて示す。
【００７３】
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【表１】

【００７４】
表1のモノマー組成で使用した略語は、以下のものを示す。
Ａ－１：ｍ－キシリレンジイソシアネート
Ａ－２：２，４－トリレンジイソシアネート



(24) JP 5417452 B2 2014.2.12

10

20

30

40

50

Ａ－３：ｍ－フェニレンジイソシアネート
Ａ－４：ヘキサメチレンジイソシアナート
Ｂ－１：４－メルカプト‐１，８－ジメルカプト－３，６－ジチアオクタン
Ｂ－２：製造例1で合成したポリチオール化合物
Ｂ－３：製造例２で合成した合成したポリチオール化合物
【００７５】
［実施例８］
　カプトンテープの壁の高さを４００μｍにした以外は、実施例１と同様の方法でフィル
ムを得た。得られたフィルムは無色透明であった。
【００７６】
［実施例９］
　カプトンテープの壁の高さを７００μｍにした以外は、実施例１と同様の方法でフィル
ムを得た。得られたフィルムは無色透明であった。
【００７７】
［実施例１０］
　カプトンテープの壁の高さを２００μｍにした以外は、実施例５と同様の方法でフィル
ムを得た。得られたフィルムは無色透明であった。
［実施例１１］
　カプトンテープの壁の高さを２００μｍにした以外は、実施例６と同様の方法でフィル
ムを得た。得られたフィルムは無色透明であった。
【００７８】

【表２】

【００７９】
［実施例１２］
　ｍ－キシリレンジイソシアナート３６．４ｇに触媒としてジブチルチンジクロライド１
０．５ｍｇを予め加え溶解してモノマー混合溶液としておいた。次いで、４－メルカプト
‐１，８－ジメルカプト－３，６－ジチアオクタン３３．６ｇを加え、よく混合し、モノ
マー混合溶液とした。このモノマー混合溶液を減圧下で１時間脱気した。その後、塗布Ｇ
ＡＰを６０μｍに設定したアプリケーターを用いて、ＵＶオゾン洗浄装置で表面を洗浄し
たほうケイ酸ガラスに塗布した。モノマー混合溶液はガラス基材上に均一に濡れ広がった
。これを２０℃から徐々に昇温して１２０℃まで加熱し、１３時間かけて硬化させた。硬
化後、１２０℃２時間窒素雰囲気下でアニールし、一晩減圧下に置いた。硬化樹脂膜の厚
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さは５０μｍであった。その後、硬化樹脂膜上にＩＴＯスパッタ膜を形成した。ＳｎＯ２

（１０ｗｔ％）のターゲット用い、アルゴンと酸素の混合雰囲気下、基板温度を室温にし
て、１５０ｎｍ厚のＩＴＯ膜を硬化樹脂膜上に成膜した（スパッタ薄膜形成装置　ＵＬＶ
ＡＣ製）。また、ほうケイ酸ガラスに直接ＩＴＯを成膜したものも作成した。
【００８０】
［実施例１３］
　ｍ－キシリレンジイソシアナート３６．４ｇに触媒としてジブチルチンジクロライド１
０．５ｍｇを予め加え溶解してモノマー混合溶液としておいた。次いで、４－メルカプト
‐１，８－ジメルカプト－３，６－ジチアオクタン３３．６ｇを加え、よく混合し、モノ
マー混合溶液とした。このモノマー混合溶液を減圧下で１時間脱気した。その後、塗布Ｇ
ＡＰを１２０μｍに設定したアプリケーターを用いて、ＵＶオゾン洗浄装置で洗浄したテ
ンパックス片磨面ガラス板（磨り＃３２０：凹凸高さ１～４μｍ）の磨面に塗布した。モ
ノマー混合溶液はガラス基材上に均一に濡れ広がった。これを２０℃から徐々に昇温して
１２０℃まで加熱し、１３時間かけて硬化させた。硬化後、１２０℃２時間窒素雰囲気下
でアニールし、一晩減圧下に置いた。硬化樹脂膜の厚さは１２０μｍであった。その後、
硬化樹脂膜上にＩＴＯスパッタ膜を形成した。ＳｎＯ２（１０ｗｔ％）のターゲット用い
、アルゴンと酸素の混合雰囲気下、基板温度を室温にして、１５０ｎｍ厚のＩＴＯ膜を硬
化樹脂膜上に成膜した（スパッタ薄膜形成装置　ＵＬＶＡＣ製）。また、ほうケイ酸ガラ
スに直接ＩＴＯを成膜したものも作成した。
【００８１】
　この出願は、２００９年１１月１３日に出願された日本出願特願２００９－２６０４４
９号および２０１０年３月２４日に出願された日本出願特願２０１０－０６７５６３号を
基礎とする優先権を主張し、その開示の総てをここに取り込む。
【００８２】
　本出願は以下の態様を含む。
（１）チオウレタン結合を有する樹脂から構成され、該樹脂に含まれる硫黄と窒素のモル
比（Ｓ／Ｎ）が０．８以上、３未満であることを特徴とするフィルム。
（２）ナトリウムＤ線における屈折率が１．６以上、波長５９０ｎｍにおける膜厚１～２
００μｍでの正面レタデーションＲｅが１０ｎｍ以下、波長４００～８００ｎｍの光に対
する光線透過率の平均値が８０％以上であることを特徴とする（１）に記載のフィルム。
【００８３】
（３）チオウレタン結合を有する樹脂が、芳香族基、複素環基または脂環族基を構造中に
有することを特徴とする（１）または（２）に記載のフィルム。
【００８４】
（４）キャスト法で得られた（１）乃至（３）のいずれかに記載のフィルム。
【００８５】
（５）（１）乃至（４）のいずれかに記載のフィルムからなる光学フィルム。
【００８６】
（６）（５）に記載の光学フィルムを備えた光学部材。
（７）（５）に記載の光学フィルムを備えたディスプレイ。
（８）（５）に記載の光学フィルムを備えた発光デバイス。
（９）（８）に記載の発光デバイスを用いた照明装置。
（１０）（８）に記載の発光デバイスを用いた画像表示装置。
なお、本発明のフィルムは、シート形状のものも含む。
　以下、本発明の参考形態の一例を付記する。
［１］
チオウレタン結合を有する樹脂から構成され、該樹脂に含まれる硫黄と窒素のモル比（Ｓ
／Ｎ）が０．８以上、３未満であることを特徴とするフィルム。
［２］
ナトリウムＤ線における屈折率が１．６以上、波長５９０ｎｍにおける膜厚１～２００μ



(26) JP 5417452 B2 2014.2.12

10

20

30

ｍでの正面複屈折Ｒｅが１．０×１０－２以下、厚み方向の複屈折Δｎが１．０×１０－

３以下、波長４００～８００ｎｍの光に対する光線透過率の平均値が８０％以上であるこ
とを特徴とする［１］に記載のフィルム。
［３］
チオウレタン結合を有する樹脂が、芳香族基、複素環基または脂環族基を構造中に有する
ことを特徴とする［１］または［２］に記載のフィルム。
［４］
キャスト法で得られた［１］乃至［３］のいずれかに記載のフィルム。
［５］
チオウレタン結合を部分的に有し、さらにチオウレタンを形成しうるイソシアネート基を
有する化合物およびチオール基を有する化合物の混合物からキャスト法により得られた［
１］乃至［３］のいずれかに記載のフィルム。
［６］
チオウレタン結合を部分的に有し、さらにチオウレタンを形成しうるイソシアネート基を
有する化合物およびチオール基を有する化合物の混合物を、２００μｍ以下の間隔の面間
に注入して重合硬化させることにより得られた［１］乃至［３］のいずれかに記載のフィ
ルム。
［７］
前記チオールを有する化合物は、メルカプト基を３つ以上有する化合物を少なくとも１種
含む、［５］または［６］に記載のフィルム。
［８］
［１］乃至［７］のいずれかに記載のフィルムからなる光学フィルム。
［９］
［８］に記載の光学フィルムを内または外部に形成させた光学部材。
［１０］
［８］に記載の光学フィルムを備えたディスプレイ。
［１１］
［８］に記載の光学フィルムを内または外部に形成させた発光デバイス。
［１２］
［１１］に記載の発光デバイスを用いた照明装置。
［１３］
［１１］に記載の発光デバイスを用いた画像表示装置。
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